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問題 
以下のそれぞれの正誤を答えよ 
1) 言語 L={0n1n| n≧1}は正則である。 正, 誤 
2) 非決定性有限オートマトンの受理言語は決定性有限オートマトンでは受理
できない。 正, 誤 

3) 言語 L={0n1n| n≧1}は、プッシュダウンオートマトンで受理できる。 正, 誤 
4) 正則表現で表現可能な言語の中には決定性有限オートマトンで受理できな
いものがある。正, 誤 

  
1) 誤 
反復補題で正則でないことが証明可能。 

2) 誤 
非決定性有限オートマトンと決定性有限オートマトンは等価である。 
すなわち、非決定性有限オートマトンで受理できる言語は、なんらかの決定性有限

オートマトンで必ず受理できる。 
3) 正 

Lを受理するプッシュダウンオートマトンを構成することができる。 
4) 誤 
正則表現と決定性有限オートマトンは等価である。 
すなわち、正則表現で表現できる言語は、なんらかの決定性有限オートマトンで必

ず受理できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


